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第１ 令和８年度（令和８年３月１日から令和９年２月 28日まで）事業計画に関する書類

１ 事 業 計 画 

(1) 印刷、製版並びに製本

(2) 印刷物の企画デザイン、写真撮影、写真植字、版下等の製作と販売

(3) 紙類の販売並びに加工紙の販売

(4) 印刷物等の配送および管理業務

(5) コンピュ－タ－技術教室および文化教室の経営

(6) 家庭用電気機械機器の販売

(7) 情報処理に関する業務

(8) 広告代理業務

(9) 上記各号に付帯する一切の業務

２ 収 支 計 画 

（単位：千円） 
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第２ 令和７年度（令和７年３月１日から令和８年２月 28日まで）決算に関する書類 

 

１ 事 業 報 告 

（１）事業の経過及びその成果 

印刷業界においては、デジタル化の加速による紙媒体の需要減少に加え、燃料費や原材

料価格の高騰が継続するなど、依然として厳しい状況が続いており、低価格と対応スピー

ドを強みにしたオンライン印刷サービスの台頭を含め、同業者間の競争は益々厳しさを増

している。 

当社においては、これらに対処すべく親会社である株式会社ヤマダホールディングス及

びその関連企業から印刷物受注等の業務支援を受けるとともに、官公庁及びその外郭団体、

学校関連を含む社外企業への営業活動に注力した結果、売上高は２億 192万円（前年同期

比 9.1％増）、製造原価を含む粗利益高は 4,410万円（前年同期比 7.3％増）となった。一

方、営業費用は、社員採用による人件費の増加、遠隔地の営業増加による旅費交通費の増

加等により、5,242万円（前年同期比 4.5％増）となり、営業損失は 832万円（前年同期営

業損失 907万円）、また太陽光売電収入・障害者雇用報奨金等を加えた経常利益は 65万円

（前年同期比 87.6％増）、当期純利益は 27万円（前年同期比 11.1％増）と増収増益とな

った。 

   

（２）会社が対処すべき課題 

次期については、引き続き母体企業である株式会社ヤマダホールディングスからの印刷

物等の受注、および受託業務に加え、官公庁・外郭団体、学校関連及び民間企業やその企

業が加盟する団体等からの受注拡大、並びに自社印刷効率運営と各人の生産性向上による

利益の改善を図り、当社の設立趣旨である障がい者雇用維持と雇用促進に努める。 

 

（３）事業成績及び財産の状況の推移 

   過去３期間並びに当期の業績及び財産の状況は次のとおりである。  

（万円未満切捨） 

項  目 

第 30期 
（令和 4年 3月 

～令和 5年 2月） 

第 31期 
（令和 5年 3月 

～令和 6年 2月） 

第 32期 
（令和 6年 3月 

～令和 7年 2月） 

第 3３期 
（令和７年 3月 

～令和８年 2月） 

売 上 高 23,552万円 22,964万円 18,503万円 20,192万円 

当期純利益 648万円 555万円 25万円 27万円 

１株当たり当期純利益 4,056円 22銭 3,469円 11銭 157円 2銭 174円 39銭 

総 資 産 21,488万円 20,600万円 20,658万円 20,984万円 

純 資 産 16,284万円 16,839万円 16,864万円 16,892万円 

１株当たり純資産  101,775円 48銭 105,244円 59銭 105,401円 62銭 105,576円 01銭 

 

（注）１. １株当たり当期純利益は、期中平均による発行済株式総数に基づき算出 

２. １株当たり純資産は、期末発行済株式総数に基づき算出 
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２  損益計算書（令和７年３月１日から令和８年２月 28日まで） 

   (単位：円)  
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３  株主資本等変動計算書（令和７年３月１日から令和８年２月 28日まで） 

 (単位：円)  
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４  貸借対照表（令和８年２月 28日現在） 

   (単位：円)  
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５ 監 査 役 の 意 見 

各監査役は、令和７年３月１日から令和８年２月 28日までの第 33期事業年度に係る計算書類（貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について

監査しました結果、計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要

な点において適正に表示しているものと認めます。 

 

 

 

第３  役員名簿 （令和８年７月末現在） 

役 職 名 氏  名  備       考 

代表取締役 田 尻   学  

取締役 釘 島 宏 文 ㈱ ヤマダホールディングス 人事総務本部 

取締役 河 津 勝 則 ㈱ ヤマダデンキ インターネット事業部 

取締役 上 田 哲 子 福岡県 副知事 

取締役 荒 瀬 泰 子 福岡市 副市長 

監査役 山 田 浩 之 
㈱ ヤマダホールディングス 執行役員 

監査二部部長 

監査役 柳 原 浩 子 
福岡県 人材育成・活躍推進部次長（兼労働政策局

長） 

監査役 吉 原 紀 子 福岡市 福祉局障がい者部長 
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